
 

 
 
 
 
 

 
  

 

 

 
 

 

 
 
０１ 多様な生物とのかかわり   

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
０２ 福祉教育・人権教育の一層の推進   

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞

 学校教育目標 

 「かしこく（知） ただしく（徳） たくましく（体） ゆたかに（コミュニケーション）」 

目指す学校像 

 「輝く笑顔 学ぶ意欲 あふれる学校」 

 

■所在地：さいたま市大宮区天沼町２丁目１０７７番地  ■電話：048-644-7544 

■FAX：048-644-5604 ■交通：JR 大宮駅から東武バス観音前バス停下車徒歩５分 

 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

芝川小学校 

 
本校では、ＰＴＡの協力を得ながら様々な生物を育てている。     

飼育小屋ではヤギ、烏骨鶏、チャボ、名古屋コーチンなどを飼ってお

り、児童が生物と触れ合う機会を設けてきた。休み時間や登下校の際

にもヤギに興味をもって関わろうとする児童がたくさんいる。また本

校の特色である「環境（ホタル）委員会」では、ホタルを幼虫から成

虫になるまで育て、６月には校内ホタル観賞会を行っている。一連の

活動を通し、ホタルの習性や育ち方などについて周知を図っている。

また、委員会では校内で飼育しているホタル以外の生物の飼育にも

関わっており、名前を募集するなどして、学校全体で生物を大切

に育てていこうという意識が高まっている。これらの取組を通じ

て、目標１５「陸の豊かさを守ろう」に貢献していきたいと考え

ている。 

 本校では、委員会での活動を中心にボランティア活動に励んでい

る。赤い羽根や緑の羽根、災害に対する募金活動等の取組を通して地

域福祉の推進について意識を高めている。さらに日々の学習の中で

は、各教科を横断して福祉教育・人権教育の充実を図り、児童の意識

の高揚を目指している。盲導犬の学習や、地域の施設との交流等の活

動を通して、誰もが共に暮らしていくために自分にできることについ

て考える機会をつくっている。さらに、スマホ安全教室など、外部講

師を招きいじめ予防に関連する学習の機会を設定し、いじめやネット

トラブルについて自分事として考えることができるようにしている。

目標１０「人や国の不平等をなくそう」につなげていきたいと考えて

いる。 


